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現在 22 か国が批准・発効状況にあるなかで、23 番




















ILO 第 169 号条約で示されたような人々を「先住
民」、そのような人々の集団を「先住民族」と捉え
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を受け、2008 年 6 月に衆参両院で「アイヌ民族を
先住民とすることを求める決議」が、全会一致で採
択された。これにより、国によるアイヌ政策が新た
な展開を示すことになる。2008 年 7 月には内閣官
房長官により「アイヌ政策のあり方に関する有識者













































































































世帯年収 個人年収 世帯年収 個人年収
平均（万円）度数（世帯）平均（万円） 度数（人） 平均（万円）度数（世帯）平均（万円） 度数（人）
30 歳未満 291.2 34 357.7 39 371.7 31 182.1 28
30 歳代 368.1 177 311.2 170 298.6 105 146.8 93
40 歳代 450.8 372 387.7 371 347.2 214 159.1 197
50 歳代 456.3 552 385.1 552 349.7 315 145.9 246
60 歳代 320.7 239 282.2 230 263.9 137 114.4 115
70 歳代 252.9 140 223.1 130 152.1 48 109.5 42



























































22 9 10 8 49
44.9 18.4 20.4 16.3 100.0
伊 達
8 3 3 2 16
50.0 18.8 18.8 12.5 100.0
む か わ
20 8 0 5 33
60.6 24.2 0.0 15.2 100.0
新ひだか
26 8 1 2 37
70.3 21.6 2.7 5.4 100.0
白 糠
30 9 6 5 50
60.0 18.0 12.0 10.0 100.0
計
106 37 20 22 185















































































査の対象者は、アイヌ民族 57 人、一般住民 43 人で
ある。伊達市の調査は 2013 年に行われた。面接調
アイヌの子どもと教師の関わり 147
査の対象者は、アイヌ民族 47 人、一般住民 33 人で
ある。白糠町の調査は 2014 年に行われた。面接調







果、アイヌ民族 94 人、一般住民 24 人から、あわせ
て 154 のエピソードが確認された。これを、内容面
表３　アイヌ民族／一般住民別にみたエピソードの評価
肯定的 否定的 肯定・否定両面 評価なし N
アイヌ民族 56（48.3％） 54（46.6％） 3（ 2.6％） 3（ 2.6％） 116
一 般 住 民 13（34.2％） 15（39.5％） 1（ 2.6％） 9（23.7％） 38
合　計 69（44.8％） 69（44.8％） 4（ 2.6％） 12（ 7.8％） 154
表４　世代別にみたエピソードの評価
肯定的 否定的 肯定・否定両面 評価なし N
青 年 層 9（37.5％） 13（54.2％） 1（ 4.2％） 1（ 4.2％） 24
壮 年 層 22（64.7％） 11（32.4％） 1（ 2.9％） 0（ 0.0％） 34
老 年 層 25（43.1％） 30（51.7％） 1（ 1.7％） 2（ 3.4％） 58
合　計 56（48.3％） 54（46.6％） 3（ 2.6％） 3（ 2.6％） 116
表５　性別にみたエピソードの評価
肯定的 否定的 肯定・否定両面 評価なし N
男 性 23（48.9％） 22（46.8％） 0（ 0.0％） 2（ 4.3％） 47
女 性 33（47.8％） 32（46.4％） 3（ 4.3％） 1（ 1.4％） 69
合　計 56（48.3％） 54（46.6％） 3（ 2.6％） 3（ 2.6％） 116
表６　地域別にみたエピソードの評価
肯定的 否定的 肯定・否定両面 評価なし N
札 幌 11（55.0％） 9（45.0％） 0（ 0.0％） 0（ 0.0％） 20
む か わ 11（42.3％） 12（46.2％） 0（ 0.0％） 3（11.5％） 26
新ひだか 16（55.2％） 11（37.9％） 2（ 6.9％） 0（ 0.0％） 29
伊 達 6（60.0％） 4（40.0％） 0（ 0.0％） 0（ 0.0％） 10
白 糠 12（38.7％） 18（58.1％） 1（ 3.2％） 0（ 0.0％） 31

















































































































































































































































































































































































































































































































INSTRUMENT_ID:312314，2018 年 9 月 18 日取得）参照。
 2）ただし、このなかには数名の「和人」が含まれる。これ
は、一つには、自身は和人であるが配偶者がアイヌである
という「和人配偶者」のケースである。いま一つは、和人
のもとに生まれたが、生活難などの事情から、幼くしてア
イヌの家庭に養子に出されたという「和人養子」のケース
である。
 3）創作が多分に含まれていることには留意する必要がある
が、映画『サーミの血』（アマンダ・シェーネル監督・脚本、
2016 年）では、1930 年代のサーミの子どもが置かれた状
況が描かれている。そこでは、サーミ語から引き離し、国
家の公用語を教育する寄宿学校の存在、サーミの人権を無
視した人類学的な調査の横行、サーミを劣った存在とみる
偏見などのなかでサーミの子どもが生きていかねばならな
かったことがうかがえる。先住民族のなかでは、相対的に
復権が進んでいるとみられることの多いサーミであっても、
他の先住民族が被ってきた差別的取り扱いと同様の状況に
置かれていたことが改めて確認される。
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